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score 3b,PgR:score 3b,HER2:score 3)であった.右乳癌
cT2N0M0 Stage?Aと診断し,手術Bt＋SNを行った.切
除標本では,主腫瘤は浸潤径20mmの粘液癌の像を示して
おり,乳頭には間質浸潤を有するPaget病変 (ER:score 0-1,PgR:score 0,HER2:score 3)を認めた.合併疾患のた
め術後抗HER2療法および化学療法は施行せず,内分泌療
法のみを施行した.粘液癌はホルモンレセプター陽性例が
多く,HER2過剰発現をみることは稀である.一方,Paget
病ではHER2陽性例が多い.今回,病変の発生を考えるに
あたって興味深いHER2陽性を示したPaget病変を伴う
粘液癌の1例を経験したので,若干の考察を加えて報告す
る.
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